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序章 計画策定にあたって             

 

１ 計画策定の背景と趣旨 

高齢化の急速な進展に伴い、疾病構造も変化し、疾病全体に占めるがん、虚血性心

疾患、脳血管疾患、糖尿病等の生活習慣病の割合は増加し、死亡原因でも生活習慣病

が約６割を占め、医療費に占める生活習慣病の割合も国民医療費の約３分の１となっ

ています。生活習慣病の中でも、特に、心疾患、脳血管疾患等の発症の重要な危険因

子である糖尿病、高血圧症、脂質異常症等の有病者やその予備群が増加しています。 

このことから、国は、国民の生涯にわたって生活の質の維持・向上のためには、糖

尿病、高血圧症、脂質異常症等の発症、あるいは重症化や合併症への進行の予防に重

点を置いた取り組みが重要であるとし、「高齢者の医療の確保に関する法律」（昭和 

５７年８月１７日法律第８０号第１９条）に基づき、平成２０年度からメタボリック

シンドローム（内臓脂肪症候群）の該当者・予備群を対象とした特定健康診査・特定

保健指導の実施を保険者に義務付けました。 

  本市では、平成２０年度から平成２４年度を計画期間とする瀬戸市国民健康保険特

定健康診査等実施計画（以下「第１期計画」という。）を策定し、第１期計画を踏ま

えて、平成２５年度から平成２９年度を計画期間とする瀬戸市国民健康保険特定健康

診査等実施計画（第２期計画）（以下「第２期計画」という。）を策定しました。特定

健康診査・特定保健指導の実施率向上を目指し、特定健康診査目標実施率を６０％、

動機付け支援目標実施率を６３％、積極的支援目標実施率を５０％と掲げ、取組を進

めてきました。 

  しかし、平成２８年度の特定健康診査実施率は４７．１％、動機付け支援実施率は

２２．７％、積極的支援目標実施率は１１．１％と目標達成には至っていません。 

本市の医療費の現状では、一人当たり医療費の過去３年間の推移（図１）をみると、

国、県より高く増加で推移しています。Ｈ２６－Ｈ２８一人当たり医療点数経年変化

（入院・外来計）男女計（図２）及びＨ２８標準化医療費総点数（外来）男女計（図

３）では、糖尿病、高血圧症、脂質異常症といった生活習慣病に起因する疾病が上位

となっています。 

また、特定健康診査を受診した人は、受診しなかった人と比較して外来医療費が低

くなっており（図４）、今後も更なる受診勧奨、利用勧奨に努め実施率を向上させる

必要があります。 

これまでの第１期計画、第２期計画での経緯、現状を踏まえ、特定健康診査及び特

定保健指導の実施率向上を通じ、健康寿命の延伸と医療費適正化を目指すため、第３

期の瀬戸市国民健康保険特定健康診査等実施計画を策定します。 

 

 

 


